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１．はじめに 

 橋梁用高降伏点鋼板 SBHS は従来鋼に比べ，高強度，高靭性，溶接性に優れ，冷間加工に優れるため，鋼部

材の重量を減らす，施工コストを減らすなどのメリットがある．しかし，いまだその研究例は少なく，材料特

性については情報が不足しているのが現状である．そこで，本研究は，SBHS700 を用いた両縁支持板の耐荷

力に関する情報を収集することを目的として，SBHS700 製の矩形断面鋼短柱の圧縮試験を行った． 

 

２．実験概要 

 本研究で使用した実験供試体は，それぞれの幅

厚比パラメータを変化させた，B04，B07，B11 の

3 体である．本試験で使用した両縁支持板は，鋼板

を溶接組み立てした 4 辺単純支持の正方形箱型短

柱である．圧縮試験は早稲田大学の大型二軸構造

物評価装置を用いて，変位制御で行った．表-1 に

各供試体の構造諸元を示す．各供試体とも，板厚 t

を固定して幅厚比パラメータを決めた値になるよ

うに幅 Bを決定した．表-2に SBHS700の板厚 6mm

と 9mm の機械的性質を示す．板厚 6mm のものは

ミルシートのデータであり，板厚 9mm のものは引張試験結

果 1)より得られたデータである．表-1の幅厚比パラメータの

値は表-2 の値を用いて計算したものである．図-1 に供試体

の概略図を示す．図-2に板厚 9mm の SBHS700（ロール方向）

の引張試験より得られた公称応力，公称ひずみ関係を示す． 

 

３．実験結果 

本試験では，変位計とひずみゲージを用いて，荷重 P と

鉛直変位，面外変位，ひずみの関係を調べた．圧縮試験よ

り得られた荷重 P と鉛直変位 δの関係を図-3に示す．図-

3の縦軸は荷重 P を降伏荷重 Pyで除した値，横軸は鉛直変

位 δを降伏荷重時の鉛直変位 δyで除した値である．また，

図-4，図-5，図-6に供試体高さ h と面外変位 δの関係（h-

δ関係）を示す．図-7に実験後の供試体の残留たわみを示す．面外変位は図-1の A 面と C 面に水平変位計を

3 箇所設置して計測した．図-4，図-5，図-6の面外変位は図-1に示した A 面の結果である．図-3より，B07，

B11 では最大荷重を迎えた後，変位の増加に伴って荷重が急に減少した．一方，B04 は非線形領域に入った後，  
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表-1 各供試体の構造諸元 

図-1 供試体概要図 

図-2 公称応力-公称ひずみ関係     

表-2 SBHS700 の機械的性質 

供試体名
フランジ幅

B f (mm)

ウェブ幅

B w (mm)

板厚
t (mm)

供試体高さ
l (mm)

幅厚比パラ

メータR R

B04 134 116 9 260 0.41

B07 147 135 6 294 0.78

B11 225 213 6 450 1.22

鋼種
降伏応力

σ y (MPa)

引張強さ

σ u (MPa)
降伏比

SBHS700(6mm) 828 842 0.983

SBHS700(9mm) 767 796 0.967
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緩やかに荷重が増加しつつ変位が増加して

最大荷重を迎え，最大荷重後は荷重の減少

が B07，B11 と比べて緩やかであった．図

-4～図-7より，面外変位は，B04，B07 に

ついてはほぼ sine 半波，B11 については

sine 半波 2 波の形状となっているのが読み

取れた．面外変位の形状が違う理由につい

ては今後検討していく予定である．図-8に

道路橋示方書 2)，福本ら 3)による耐荷力曲

線と本試験の結果から得られた幅厚比パラ

メータごとの σcr/σyの値を比較したものを示す．各供試体ともに耐荷力曲線に対して安全側に位置しており，

SBHS700 の両縁支持板の耐荷力も既往の耐荷力曲線による評価ができる可能性があると考えられる． 

 

４．まとめ 

 本研究では，SBHS700 の両縁支持板の耐荷力を調べるために矩形断面鋼短柱の圧縮試験を行い，SBHS700

の両縁支持板の耐荷力に関する情報の収集を行った．また，その耐荷力は既往の耐荷力曲線によって評価がで

きる可能性があることが分かった．しかし，本試験だけでは情報が足りないため，今後もデータを蓄積してい

く必要がある． 
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図-4 h-δ関係（B04） 

図-5 h-δ関係（B07） 図-6 h-δ関係（B11） 

図-8 耐荷力曲線と試験結果の比較 

図-3 P/Py-δ/δy関係 
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図-7 残留たわみ (B11) 
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